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東レエンジニアリング西日本は、エンジニアリング、マニュファクチュアリング、メンテナンスの３事業を柱とし、 

安全で高品質な製品を提供できる真の長期安定成長企業を目指します 
 

新任役員ご挨拶 
この度、非常勤取締役を拝命しました東レエンジニアリング（以下ＴＥＫ）保全事業統括室

の富田浩史（とみたひろふみ）です。このような大役を仰せつかり身に余る光栄です。 
東レの生産を維持する保全は重責ですが、何事も「人が基本」であることを大切にし、保全業

務を担うプロ人材の育成とその成果の発現に努力して参る所存です。 
微力ではありますが、東レエンジニアリング西日本の事業発展のために、ＴＥＫグループ・東レグ

ループの「あるべき保全の姿」に向け常に見つめ、考え、進んで参りたいと思います。 
どうぞ宜しくお願い致します。 

東レエンジニアリング㈱ エンジニアリング事業本部保全統括室長 富田浩史 
（東レエンジニアリング西日本㈱ 非常勤取締役） 

 
 

“トピックス” 

2021年 8月 25日 業務の適正化に向けた勉強会開催 
東レエンジニアリングの監査室による「業務の適正化に向けた勉強会」を滋賀保全事業部、愛媛保全事業部を対象に開催しまし
た。 
昨年に続き 2 回目の開催となったこの勉強会は、過去に東レグループなどで起こった業務上のＣＳＲ事案を教材に、問題点、再
発防止策などについて全員で意見交換を行い、法律知識の理解を深め類似事案を発生させないことを目的としています。今回の勉
強会では、保全業務の突発故障対応時の協力会社への指示方法や事後の伝票処理を教材とし、下請法のポイントを交え、実務
に役立つ内容でした。Teams 開催のため所々聞こえづらい場面もありましたが、参加者からの積極的な質疑応答もあり、日頃の業
務への理解を更に深める勉強会となりました。今後も継続して開催する予定です。           

（担当部署︓ＣＳＲ経営企画室 077-534-0956） 

 

 
 
 
 
 
 

本社（滋賀） 愛媛保全事業部 

滋賀保全事業部 



 

2021年 8月 20日 倫理委員会開催 
企業経営に不可欠な法令や社会規範の遵守に、東レグループは経営

トップ自らが明確な姿勢を示し、その主導のもと、グループ全社を挙げて取
り組んでいます。 
当社でも、全社委員会である「倫理委員会」を設置し、委員長（社長）

から全体方針の伝達や活動結果の報告を行い、労使一体となって倫理
意識の向上に努めています。企業倫理は、法令遵守はもとよりハラスメント
他の不祥事発生を防ぐ施策を講じて実行し、すべての従業員が安心して
働ける環境環境づくりも含まれています。従業員一人ひとりのやりがいを向
上させることが、企業が成長する原動力となると考え、これからもCSR活動
を推進していきます。 

（担当部署︓ＣＳＲ経営企画室 077-534-0956） 
 

 
東レエンジニアリンググループ 「ちりつも作戦」 
東レエンジニアリンググループでは、経費節減・工数削減を目的に、グループ全体で塵も積もれば山となる「ちりつも作戦」に取り組

んでいます。 
当社でも各職場でそれぞれ工夫して取り組んでいますので、その取り組みをご紹介します。 

  
 

 

ＷＴＥのちりつも作戦① 
部品製作現場では、プレーナーの切削屑飛散防止のために、壁を製作・設置しました。これによ
って、切削屑の清掃時間を大幅に削減することができました。 

切削屑防止壁 

切削屑防止壁 


